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昭和51年産自然貝が青森湾の連絡船航路下に異常発生し､昭和52年春と秋に約 2億 3千万個が採捕さ

れ､地まきと養殖用に振 り向けられた｡その後､今春には陸奥東湾の浜奥内から横浜にかけての沖合､

その他数ヶ所で自然貝が異常発生しているとの情報が刺網業者から寄せられた｡ 2年連続の自然貝の異

常発生との報に､これを有効利用するための事前調査を行なうこととなった｡ここでは生息の確認され

ていろ陸奥東湾数ヶ所のうちの第 1回の調査結果にとどめる｡他の海域については引続き資源調査が計

画されている｡

調査に当り､むつ湾漁業振興会､県水産課の協力を得たのでここに明記し､謝意を表したい｡
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調 査 時 期 昭和53年 3月9日

調 査 範 囲 第 1図の52点

調 査 船 誘導船

調査船

調 査 方 法 漁 貝

曳網時間

曳網速度

白鳥丸､うとう･はやぶさ(県水産課監視船 )

協和丸 (川円)､第 2漁栄丸 (むつ )､竜神丸 (田名部 )

紀栄丸 (横浜 )､北斗丸 (横浜 )､正一丸 (野辺地 )

玉松丸 (活水川 )､小春丸 (小湊 )､弁天丸 (東田沢 )

ホタテガイ用桁網 (桁幅 1.95- 2.40m､袋網の目合 2- 3仇 )

10 分 間

46- 66m/分､速いもので85m/分､遅いもので33-38叩/分

第 2図 ホタテガイの分布 (桁網効率3

00/Oとした場合の生息密度 個/扉)調 査 結 果分布 につ いて第 1図に桁網効率

30% とした場合のホタテガイの分布を示した｡ホタテガイの分布は北高南低型を示し､浜奥円沖で 240個/m2と最高密度を



若干の生息が確認されているが､分布域としては図に示した海域に明瞭に区分される｡

2. 資 源 量

ニラクサ場における桁網効率は漁期初めにはかなり低いとの感想が多くの漁業者から寄せられたが､

ここではいまだ定説がないため､漁期を通しての平均的値としては15- 30% の範囲と考え､以下に

その試算値を示す｡

分布面積は約 3,348haであり､効率15%′キした場合には 17･34億胤 30%の場合には約8･67億個と〟_■-一一一

なった｡これは近年においては前年度の青森湾における異常発生量 (効率30% として22億個 )につい

での大発生といえる｡

貝の生残率は極めて高 く､-い死貝の多くみられた地点でも97.70/Oであった.平均殻長は36.2mm､

全重量 5･09と青森湾の自然貝より良い成長%.示している(第 1表 ).

7:=お､自然発生貝には養殖貝にみられる異常へい死の前兆とされる異常貝は全 く認塾を塾ず､いわ

ゆる健苗として価値が高い｡

3. 陸奥湾における自然発生海域の特徴とその発生機構に関する若干の考察 ノ

今回の調査点の全てでニラクサと呼ばれる管棲多毛類の 1種 Asabej/乙dessibiricaが多量に擢網

しており､その他の主要な底生生物 としては所によりオカメブンブク､クモヒトデ､スナヒトデ等が

みられた｡底質はニラクサの密生をみるほどの軟泥底となっていた0

一方､害敵生物とされるヒトデ､ニッポンヒトデの分布は局部的に高い部分があるとしても､全体

的には極めて少ない(第 3図 )0

以上の 3点は前年度の自然発生海域についてもほぼ合致するところである｡
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第 3図 ヒトデ ･ニッポンヒトデの-曳網当りの採捕個体
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第 1表 主要地点におけるホタテガイの入網状況

-

2

3

-

調査地点 曳網時間㈹ 曳 網面 積(wf) 人絹数量生 貝 死貝 生 息密 度個/7712平 均 殻 長(仰) 1 曳 網 当 り の 入 網 生 物ヒトデ

gy轄 そ の 他1 10 1,700 16,000 20 31.0 37.46土 3.71 10 15 クモヒトデ 2

70､オカメブンブク150､マボヤ 67 10 1,200 3,360 80 9.3 31.22土 3.

73 13 スナヒトデ 1､オカメブンブク5128ll 1010 9801,200 2,08086,250 160 7.1240.0 41.35士 4.6335.20士 3.88 スナヒトデ 2､オカメブンブク多､マボヤ 1､キンコ 1､カレイ 1､エゾイシカ

ゲガイ1スナヒトデ13､マボヤ5､スボヤ4､キンコ2､ ミネフジツボ 212 10 1,200 14,880 28 41.3 36

.46土 3.54 7 クモヒトデ 420､オカメブンブク 100､マボヤ 6､ トリガイ213 10 1,200 60

0 10 1.7 37.80土 4.94 1 1 オカメブンブク多､マボヤ14､キンコ2､スボヤ 414 10 1,200 3,46 5 2 9

.6 38.30土 3.80 110025 1151 一オカメブンブク少､キンコ2､カレイ2､ ミネフジツボ一3222324 101010 9601,360920 8108204,030 52120 2.82.014.6 35.26

土 3.0533.70土 4.3235.26土 3.05 クモヒトデ多､ニラクサ多スナヒトデ12､マボヤ2､キンフ写､キゾヒバ 1)ガイ10272831 101010 9801,330■1,200 3,1362,7 501 000 10.76.9二0 35
.13土 3二1033.16土 6.4936.51土 7.19 148 ●スナヒトデ35､ニチリンヒトデ 1､キシj4､エゾイシカゲガイ1エゾイシカゲガイ 134 l

l 1,000 1,100 2 3.7 オカメブンブク多38 10 1,200 22 2 0 34.60土 0.2643.0 エゾイシカゲガイ8､カレイ14247 1010 1,2001,3
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第 4図 大湊一小湊間の断面部におけるホタテガイ浮遊幼生の垂直分布(昭53年 5月30-31

日調査､図中の数字は1〝〆当りの幼生出現数 )タテガイの生息適地とされる山あ 第Ⅳ区では､自然発生するこ

とがごく少ないという矛盾をはらんでおり､陸奥湾においては本種の増殖にとって人為による放流適地-の移殖が不可

欠であることを示している｡つぎに､今回の2年連続の大発生はこれまで例がなく､ここに若干の

自然発生機構に関する考察を加えて?)るo山本はこの現象を異常発生と呼び､異常生残 り現象と説明し

ている｡すなわち､付着椎貝の付着基質としてはハイドロゾアの 1種 Obe/ia p/ana､それ

にニラクサであるとし､これ らの付着椎貝が夏～秋期の成層期に発生しやすい無酸素化現象により全滅

するのが普通であるが､たまたまこの現象が弱く･異常に生残った結果であると説明してきた｡しかし

､山本説では異常発生しやすい場所が渦動域に多く､ホタテガイの浮遊幼生が多量に集まる所であると

しているが､それだけでは付着までを説明できないし問題があると考える｡以下に､今回の自

然発生例から､頓を追ってその条件を説明してみたい｡(1)付着間近かのホタテガイの浮遊幼生を大量に含んだ水塊の底層への潜入がおこること｡

(2)ホタテガイ浮遊幼生の付着基質として適当なものが広範囲に存

在すること｡(3) 害敵生物であるヒトデ類､カレイ類の分布量が少ないこと｡(4) 夏～秋の底層水の

悪化 (無酸素化 )現象のおこらないこと｡1･ 2は幼生の付着に到るまでの必要条件であり､ 3､ 4

は付着以降の生矧 こ関与する十分条件である(2､ 4はこれまでいわれてきた山本説の範囲円に入る)

｡まず､第 1の条件である浮遊幼生の底層への潜入であるが､一般にホタテガイの浮遊幼生の出現層は10-2

0mが主であり､底層にはほとんど分布 しないとされてL71-880)また､幼生が付着期に達するにつれて､浮遊層を底層に移行するための遊泳
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には､何らかの海洋構造の変化によって､幼生を含んだ表～中層水の底層への潜入が必要となる｡第4

図に､自然発生貝のみられた海域を含んだ大湊一小湊を結ぶ線の断面部におけるホタテガイ幼生の垂直

分布を示した (9)の資料より作成 )｡調査は5月30-31日で､ 6-26% の幼生が 260ミクロン以上の付

着期に入っており､ 5月下旬から付着が始ったものと考えられる｡この垂直分布をみると､自然発生海

域では10-20m層に主分布層があるにしても､底層でも1〝ダ当り100個以上の幼生の分布がみられてい

る｡本年度はこの海域での浮遊幼生調査はこれ以降行なわれておらず､継続して底層分布があったかど

うか不明であるが､ 4月上旬から計 7回の調査を通じて､ほぼ同様の底層分布が認められていることか

ら､本年度は特にこの傾向の強かったことがうかがわれる｡次に条件の 2､ 3については前述したよう

に十分満たされていたと思われる｡特に近年この海域はモスソガイの好漁場となっており､これの副産

物としてヒトデ駆除がなされていたことが影響した可能性はあろう｡次に､条件の 4であるが､この海

域では付着した年の夏～秋期には何ら問題はなく経過したが､翌年の同時期に広範囲に及び無酸素化現

象の発生をみている｡

このように､付着と生残に関与する条件が全て満たされねば自然発生には到らないものであり､確率

はかなり低いものである｡これを人為的にある程度コントロールできるようになれば最も理想的となる

が､現在のところ2- 3仇の椎貝を早期に発見し､発生翌年の 3月には採捕､移殖がなされることが望

まれる｡51年度の青森湾自然貝のように､採捕が 4- 5月に遅れると成層期に入るため底層水の悪化に

より大量死滅を招くことを十分予想しなければならない｡
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